
第９４号 月 刊 や ま り ん 新 聞 平成２９年４月１日

ご意見、ご不明点等ございましたら下記までお願いいたします。

525-0054 滋賀県草津市東矢倉１丁目１－１７ 株式会社山崎 E-Mail: info@ymzcorp.co.jp URL: http://www.ymzcorp.co.jp TEL: 077-563-3388 FAX:077-564-1577

ばねの力を利用してねじの緩

み止め効果を得る方法は従来か

ら多く採用されてきましたが、

今回ご紹介する2種類のｽﾌﾟﾘ

ﾝｸﾞは、おねじに別途装着す

ることでﾅｯﾄの緩み、脱落を

防ぐことができる商品です。

｢ﾛｯｸﾜﾝ｣は六角形の平型ば

ねで、締結時には12角にな

ります。12角ｿｹｯﾄにﾅｯﾄと一

緒に入れて締結するだけで

取付完了です。また取り外

して再利用も可能です。衝

撃型振動試験機を用いた試

験でも性能が証明されてい

ます。材質はSUS304WPB、ｻｲ

ｽﾞはM4～M24になります。

｢ﾍﾟﾀﾙﾌｧｽﾅｰ｣はﾛｯｸﾜﾝ

と同等の性能を持つ商

品です。三角形の丸型

ばねで、装着後は6角星

形になります。こちら

のｻｲｽﾞはM4～M36と大き

いｻｲｽﾞに対応可能です。詳細につきましてはお

気軽にお問合せください。

今回は、店頭の在庫にて好評の精密ヤスリを

ご紹介します。部品のバリ、カエリ取り等の仕

上げに適した商品です。

・ﾒｰｶｰ：広島鑪製作所

・ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ名：魚地球

・製品名：魚地球印精密ヤスリ5本組(平)No.6

・サイズ(平)：幅7.6mm 厚み1.5mm

・形状：平（半丸、丸、角、三角もあります。）

・特長：握手は手のすべりを防ぎ、手のなじみ

やすさを考慮して、ﾛｰﾚｯﾄ加工を施してありま

す。また、容易に識別するため、目の粗さを示

す番号が打刻されています。

・店頭価格：

平 1本810円（税抜）

広島鑢製作所様ｳｪﾌﾞｻｲﾄに

よりますと類似品の被害が出ているようです。

この機会に是非、魚地球製、ﾒｲﾄﾞ・ｲﾝ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ

の精密ﾔｽﾘをお試しください。

C形止め輪について調べているとき、ふと健

康診断や免許更新の時に受ける視力検査に使わ

れている「Cのようなマーク」に形が似ている

と思い、このCマークについて調べてみました。

このマークは「ランドルト環」と言うそうで

す。フランスの眼科医のランドルトの名前が付

けられ、世界共通の視力検査用の

記号です。視力1.0の人が、5m離れ

たところから 切れ目の方向が確認

できるとき、このCマークの直径は

7.5mmで、線の太さと切れ目の幅が

1.5mmになるそうです。

機械部品でも、このCマークに似

た形のものがあります。ひとつは、冒頭のC形

止め輪です。ちなみに、外径が7.5mmに近いC形

止め輪(穴用)の型番は、「RTW-7」になります。

この「RTW-7」を5m離れて切れ目が確認できれ

ば、視力は1.0に近いと言えるかも知れません。

もうひとつは、ロールピン(スプリングピン)

の断面です。と言うわけで、在庫

にあるロールピンの外径7.5mmに近

いものを5m離れたところから、切

れ目が見えるか試してみました。

結果はご想像にお任せいたします。

なお、視力が0.5の場合は、Cマーク

（左下へ）

（右上より）

の寸法が倍になり、直径15mmで、線の太さと切

れ目の幅も倍の3mmになり、切れ目が同じく5m

離れたところから視認できるかどうかで判定さ

れます。ちなみに、RTW-14は外径が15mmです。

C形止め輪やロールピンが、正式な視力検査

を受診されるキッカケになれば嬉しいです。

前述の脱落防止ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞに関連して、今回は

ねじの緩み・脱落防止についての雑学です。

最初に、ねじの締結のお話です。ﾎﾞﾙﾄとﾅｯﾄ

で被締結部材を締め付けたとき、ﾎﾞﾙﾄの軸部に

軸力（張力）がかかり（図3）、ﾎﾞﾙﾄとﾅｯﾄが接

触しているねじ山に摩擦が生じます。この摩擦

力によって緩み回転が阻止され、ねじが締結さ

れた状態となります。ねじを締結したときの軸

力は、適正値になっていることが重要で、大き

いから良いという訳ではありません。

次にねじの緩みです。締結されたﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄ

に振動、外力が加わり、緩み方向の力が上記摩

擦力を上回ると、ねじが緩みます。また、ねじ、

非締結部材の初期なじみや

変形により軸力が低下した

ときは、わずかな振動や外

力でもねじが緩むことがあ

ります。

ねじが緩んだ（軸力が低

下した）状態でねじを使用し続けると、ボルト

破断の危険がありますので、緩み止めや定期的

なﾒﾝﾃﾅﾝｽを行い、適正な軸力を維持する必要が

あります。

また、緩んだねじが脱落すると、装置だけで

なく、周囲の人・物に危険を及ぼすことがある

ため、ねじの脱落防止の点からもねじの緩み対

策は重要となります。

ねじの緩み・脱落防止で古くから行われてい

る方法が、ﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄの機械的な固定です。穴

をあけたﾎﾞﾙﾄや、溝付きﾅｯﾄ(写真3)に、割ﾋﾟﾝ

を挿入したり、針金を巻きつけたりして、ねじ

の回転を防止します。この方法は、古くは蒸気

機関車の駆動部(写真4)に使われており、現在

でもｼﾞｪｯﾄｴﾝｼﾞﾝの重要箇所では採

用されているようです。

しかし、この方法では作業に時

間がかかり、非効率的であるこ

とから、効率的にねじの脱着を

可能にすべく、緩み・脱

落防止に関する多くの新

商品が提案されています。

従来から広く普及して

いるものが、ねじの摩擦

力を大きくするﾌﾟﾘﾍﾞﾘﾝｸﾞ

ﾄﾙｸ形ﾅｯﾄで、例えばUﾅｯﾄ

(写真5)やﾅｲﾛﾝﾅｯﾄがよく知られて

います。これは、ﾅｯﾄに一体成型

された金属製ﾘﾝｸﾞやﾅｲﾛﾝﾘﾝｸﾞをﾎﾞ

ﾙﾄのねじ部に押し付けることで摩

擦力を発生させ、ﾅｯﾄの緩みを防止したり、た

とえﾅｯﾄが緩んだとしても、脱落を防いだり、

遅らせることができます。前

記事のﾛｯｸﾜﾝやﾍﾟﾀﾙﾌｧｽﾅｰは、

緩み止めのﾘﾝｸﾞ部をﾅｯﾄから独

立させたものと考えられます。

緩み止め効果をさらに進化

させたのが、ﾊｰﾄﾞﾛｯｸﾅｯﾄ(写真6)です。これはﾎﾞ

ｽ部を偏芯加工した凸ﾅｯﾄと真円加工した凹ﾅｯﾄ

を組み合わせることで、くさびの原理によりね

じ部をﾛｯｸするため、摩擦方式

以上の緩み止め効果があります。

また、違った視点の商品もあ

り、軸力を監視することで、ね

じの緩みを判断しようとするも

のです。これは、軸力の大きさ

を色の変化で表すことができる

DTIｼｽﾃﾑで、ﾎﾞﾙﾄ頭部のｲﾝｼﾞｹｰﾀ

の色の変化(図4)で、軸力の状態が分かります

ので、頻繁にﾒﾝﾃﾅﾝｽが必要な箇所や軸力管理が

重要となる部位には費用対効果等の検討の余地

があるのではと思います。
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C に つ い て 思 う こ と

写真2 ﾛｰﾙﾋﾟﾝ

写真1 穴用C
形止め輪

注文ｺｰﾄﾞ 呼び 対辺(s) 角線(wxt) 高さ(約H)

LOCKONE-M4 M4 7 0.5x0.35 1.40

LOCKONE-M5 M5 8 0.60x0.40 1.60

LOCKONE-M6 M6 10 0.70x0.50 2.00

LOCKONE-M8 M8 13 0.88x0.63 2.50

LOCKONE-M10 M10 17 1.05x0.75 3.00

LOCKONE-W3/8 W3/8 17 1.05x0.75 3.00

LOCKONE-M12 M12 19 1.23x0.88 3.50

LOCKONE-W1/2 W1/2 21 1.40x1.00 4.40

LOCKONE-M16 M16 24 1.40x1.00 4.00

LOCKONE-M20 M20 30 1.75x1.25 5.00

LOCKONE-M22 M22 32 1.75x1.25 5.00

LOCKONE-M24 M24 36 2.10x1.50 6.00

図1 LOCK ONE

図2 ﾍﾟﾀﾙﾌｧｽﾅｰ

写真3 溝付き
六角ﾅｯﾄ

写真4 蒸気機関車のｸﾛｽ
ﾍｯﾄﾞ

図3 ねじ締付時の軸力

写真6 ﾊｰﾄﾞﾛｯｸﾅｯﾄ

図4 DTIｼｽﾃﾑ

写真5 Uﾅｯﾄ


